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防
災
・
防
火
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
て
い
る
町
消
防
団
に
よ
る
出
初

式
が
、
１
月
６
日
、
町
総
合
運
動

公
園
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
に
降
っ
た
雪
の
た
め
会
場

が
急
き
ょ
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
赤
�
清

秀
団
長
以
下　

名
の
団
員
が
参
加

１４７

し
ま
し
た
。

　

規
律
訓
練
で
は
、
中
津
川
分
団

員
が
宮
脇
純
治
分
団
長
の
指
揮
の

も
と
機
敏
な
動
き
で
行
進
。
ま
た

ポ
ン
プ
操
法
で
は
、
同
じ
く
中
津

川
分
団
員
が
江
藤
繁
隆
部
長
、
山

口
育
男
班
長
の
指
揮
の
も
と
す
ば

や
い
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

放
水
演
習
で
は
、
全
分
団
が
短

時
間
で
一
斉
放
水
を
お
こ
な
い
、

連
携
の
良
さ
を
見
せ
ま
し
た
。

　

式
典
で
赤
�
団
長
は
、「
昨
年

は
薩
摩
支
部
消
防
操
法
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
更

に
訓
練
を
重
ね
、
実
際
の
消
防
活

動
に 
研 
き
を
か
け
て
い
き
た
い
。

み
が

今
後
も
資
質
向
上
を
図
り
、
町
民

皆
様
か
ら
頼
ら
れ
る
消
防
団
を
目

指
し
精
一
杯
努
力
し
た
い
。」
と

答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
も
恵
光
保
育
園
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
（　

名
）
が
参
加
。

３１

恵
光
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

ハ
ッ
ピ
姿
の
園
児
た
ち
は
、
山
内

修
君
指
揮
で
元
気
よ
い
規
律
訓
練

を
披
露
し
、「
絶
対
に
火
遊
び
を

し
ま
せ
ん
」
と
誓
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
式
典
で
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

県
知
事　

年
以
上
勤
続
章

４０

　

池
山　

幸
吉

日
本
消
防
協
会
・
県
消
防
協
会

　

年
以
上
勤
続
章

３０
　

木
下　

弘
光　

平　

博
文

県
消
防
協
会

功
績
章
・　

年
以
上
勤
続
章

２０

　
　
　
　

井
上　

正
角

精
績
章　

山
口　

育
男

県
知
事
・
薩
摩
町
長

　

年
以
上
勤
続
章

１０
　

神
囿　

義
治　

福
田　

孝
義

　

緒
方　

真
悟　

岩
下　

純
一

　

平
野　

一
人　

中
尾　

栄
優

　

山
内　

龍
也　

深
水　

文
好

　

佐
伯　

明
治

県
消
防
協
会
薩
摩
支
部
勤
続
章

　

宮
脇　

純
治
（　

年
以
上
）

２５

　

今
東　

純
夫　

有
馬　

正
時

（　

年
以
上
）　

１５

退
団
者
感
謝
状
（　

）
は
年
数

平
野
文
男
（　

）
平
川
幸
安
（　

）

２５

１８

江
藤
順
正
（　

）
佐
伯
明
治
（　

）

１１

１０

諏
訪
昭
作
（
７
）
市
山
貞
篤
（
５
）

山
下　

昇
（
５
）
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